
シカリキッド T-BIL
シカリキッド D-BIL

特長

体外診断用医薬品

 ビリルビンオキシダーゼを使用した酵素法です。

 各種生化学汎用自動分析装置に適応できます。

 試薬調製の不要な無調製試薬です。

 D-BIL試薬では抱合型ビリルビンを特異的に測定します。
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測定原理

シカリキッド D-BILの特長

引用文献

検体中の総ビリルビン（T-BIL）はpH 7～8の条件下で、直接ビリルビン（D-BIL）はpH 5～6の条件下でビ
リルビンオキシダーゼ（BOD）の作用によりビリベルジンに酸化されます。このときビリルビンに依存す
る450 nmの吸光度が減少しますので、これを比色測定することによりそれぞれの濃度を求めます。

総ビリルビン＋ 1/2 O2 ビリベルジン ＋ H2O （T-BIL）

直接ビリルビン＋ 1/2 O2 ビリベルジン ＋ H2O （D-BIL）

BOD ： ビリルビンオキシダーゼ

血中のビリルビンは、HPLCにより α, β , γ , δ の4画分に分画されます。このうち、β , γ-ビリルビンはビリ
ルビンが主にグルクロン酸抱合を受けたもので、抱合型ビリルビンと呼ばれています1,2,3)。

分子形態グルクロン酸抱合HPLCによる分画

ビリルビン非抱合型ビリルビンα 分画

モノグルクロナイド
ジグルクロナイド

抱合型ビリルビン
β 分画
γ 分画

アルブミン共有結合δ 分画

シカリキッド D-BILは抱合型ビリルビンを特異的に測定し、δ-ビリルビン及びα-ビリルビンの測りこみが
ほとんどありません。

臨床的に血中抱合型ビリルビン濃度は閉塞性黄疸、劇症肝炎などの疾患の状態や生体部分肝移植
の経過を鋭敏に反映することが知られています4,5,6)。

一方、δ-ビリルビンはビリルビンとアルブミンが強く結合したもので、血中抱合型ビリルビンが高濃度で
長時間存在した場合などに増加します。
このδ-ビリルビンは抱合型ビリルビンに比べ血中半減期が長いため、δ-ビリルビンの測りこみがあると
抱合型ビリルビンの変動を正確にとらえることが困難となります6)。

シカリキッド D-BILは抱合型ビリルビンのみを測定しますのでその変動を反映し、特にT-BIL測定値との
比 (D-BIL/T-BIL)は、病態の解析に有用であると言われています4,5,6)。
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同時再現性

基本性能

共存物質の影響

検体2検体1

2020N

2.770.63Mean

2.780.63Max

2.760.62Min

0.020.01Range

0.0070.005SD

0.250.78CV (％)

T-BIL

単位：mg/dL

検体2検体1

2020N

1.370.24Mean

1.380.24Max

1.350.23Min

0.030.01Range

0.0070.005SD

0.532.17CV (％)

D-BIL

単位：mg/dL

T-BIL D-BIL
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y = 1.041x - 0.653
r = 0.983
n = 113
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直線性

他法との相関

製品一覧

※他の包装タイプもございますので、弊社までお問い合わせください。

販売元 製造販売元

製品番号貯蔵方法有効期間容量内容製品名

785272 ～ 10 ℃1年
60 mL×2試薬1

シカリキッド T-BIL (70/20)
19 mL×2試薬2

779712 ～ 10 ℃1年
61 mL×3試薬1

シカリキッド T-BIL (008)
22.5 mL×3試薬2

785292 ～ 10 ℃9ヶ月
60 mL×2試薬1

シカリキッド D-BIL (70/20)
19 mL×2試薬2

779722 ～ 10 ℃9ヶ月
61 mL×3試薬1

シカリキッド D-BIL (008)
22.5 mL×3試薬2

関連製品

製品番号貯蔵方法有効期間容量内容製品名

776962 ～ 10 ℃
(遮光保存)1年2 mL用×3キャリブレータビリルビン標準液


